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内容要旨 
背景：患者立脚型アウトカム評価において ,OHRQoL（Oral Hearth 
Related Quality of Life）は,口腔疾患や,歯科治療の重要な指標であり,補
綴歯科治療は臨床的にも統計的にも有意に,OHRQoLに大きな改善効果を
及ぼすと言われている．OHRQoL の測定には一般的に Oral Hearth 








目的として，新たに作られた OHIP の 4 つのディメンジョンを用いて治
療効果を検討した． 





療前と，最終補綴装置装着後約 1か月後の合計 2 回採得した． 
結果：術前では，審美性のディメンジョンに関して前方群が 10.4(±5.1)，








た(adjusted R²=0.073, P=0.015). 欠損顎（上顎/下顎），欠損本数の影響を
評価するためにそれらを独立変数に加え二次的に強制投入し回帰分析し
たところ，審美性の変化量は欠損顎（上顎/下顎），欠損本数に影響されず
欠損の最前方欠損歯の影響を受けることが明らかとなった 
結論：本研究により，インプラント治療介入は単に患者の OHRQoL を向
上させるだけでなく,ディメンジョン解析を行ったことによって治療部位
により患者のOHRQoLに及ぼす影響が異なることが明らかとなったこと
は特筆すべきである． 
